
岩手県紫波郡紫波町
がすべて揃っており、真面目で努力家な岩手の人
柄もあって日本酒（当時は澄み酒）造りが始まり
ました。
　日本酒を仕込む冬季は米農家にとっては閑散期
であり、東北の凍てつく寒さは酒造りにもってこ
いの環境でした。近江商人の村井権兵衛は、大阪
池田から酒造りのプロを呼び紫波の地元農家を中
心に酒造りを教えます。その技術が南部杜氏の基
礎となり、今なお受け継がれ銘酒を醸し続けてい
るのです。

　そんな紫波では近年、100年以上続く日本酒蔵
の他に、ワイナリー、りんごのお酒を醸すサイダ
リー、「その他の醸造酒」を醸すブルワリーが立
ち上がり、３万３千人の小さなまちながら10か
所の酒造り拠点を有する酒のまちへと進化を遂げ
ています。

　おいしい水、米、リンゴ、ブドウがお酒に醸さ
れて日本中の皆さんに愛されています。

 お問合せ先：紫波町商工観光課　Tel.019-672-2111（代表）

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

盛岡森林管理署

より詳しい
市町村の魅力はこちらから→

　伝統的な酒造りがユネスコ無形文化遺産に登録
され、日本三大杜氏のひとつ「南部杜氏」発祥の
地である紫波町は、醸造家をはじめとしたお酒人
材の育成、酒造りに関わる人を増やす取り組みを
始めています。

　時を遡ること江戸時代、近江商人が紫波の地を
訪れて目にしたのは「豊かな杉群」と「滾々と湧
き出る甘くてやわらかな水」、そして「風に揺れ
る黄金の稲穂」でした。日本酒造りに必要な材料
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紫波町は、奥羽山脈と北上山地に囲まれ、中央には北
上川が悠々と流れる自然豊かなまちです。もち米・リ
ンゴ・ブドウの生産が盛んで、日本酒の酒造り集団
「南部杜氏」発祥の地という歴史もあり「酒のまち」
を掲げたまちづくりが盛り上がりを見せています。

人　口
面　積

32,483人（R7.9.30現在）
238.98k㎡

市町村の木 けやき 市町村の花 ききょう

し わ ぐん し わ ちょう

母なる東根山から続く滝名川

南部杜氏の酒造り

りんごのお酒、ハードサイダー

  本州北限の山田錦（酒米）

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

　みなさんはご存じでしょうか？大館市は忠犬ハ
チ公の生まれ故郷であり、秋田犬発祥の地です。
忠犬ハチ公を縁に東京都渋谷区との交流が長年続
いており、様々な取り組みにより活性化を図って
います。また、秋田犬保存会の本部があり世界中
の秋田犬を管理するとともに、運営する国内唯一
の秋田犬の博物館室に多くの貴重な資料が展示さ
れています。一方、大館駅前にある大館市観光交
流施設秋田犬の里では、秋田犬が日替わり（月曜
日はお休み）でそれぞれの特徴ある愛くるしさで
訪れる観光客を魅了しています。

秋田県大館市

　このほか、矢立峠・県立自然公園田代岳・竜ヶ
森、そして大館市のシンボルである国内最大級の
「大」の字を有する鳳凰山など登山や散策で雄大
な自然を満喫でき、本場大館きりたんぽや比内地

鶏などのグルメ、秋田
杉を用い職人の熟練の
技で作りあげられる大
館曲げわっぱ、石田
ローズガーデンのバラ
や藤の郷のフジなどの
季節を彩る花々…こち
らで紹介しきれない多

種多様な当市ならでは
の魅力で皆様をお待ち
しております。
  『大館というところ。』
　ぜひ一度、遊びに来て
くださいね！

お問合せ先：大館市役所観光課観光振興係　Tel. 0186-43-7072

米代東部森林管理署

より詳しい
市町村の魅力はこちらから→

おお だて し

秋田県大館市は、秋田県の北部、北東北３県の中心に
位置し、秋田県内陸北部出羽山地を縫って流れる米代
川と長木川の清流沿いに開けた大館盆地にあります。
古くから農業、林業、鉱業などが栄え、現在は環境・
リサイクル産業や医療機器などの健康産業を基盤に、
美しい自然環境と伝統・文化が融合したまちづくりを
進めています。

人　口
面　積

64,414人（R7.9.30現在）
913.22k㎡

市町村の花 キク
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市町村の木 秋田杉

大館というところ

大文字祭り花火大会

比内地鶏つがい

曲げわっぱのおひつ


